
貸 借 対 照 表 

 

 （平成２７年３月３１日現在） 

科   目 金  額 科   目 金  額 

 千円  千円 

資産の部 143,453  負債の部 102,564  

流動資産 22,221  流動負債 58,239  

   現金及び預金 16,718    短期借入金 10,000  

   売掛金 3,661    一年内償還長期借入金 4,504  

   未収入金 125    リース債務 159  

   前払費用 93    未払金 10,294  

   その他の流動資産 1,623    未払費用 24,273  

     未払法人税等 224  

     未払消費税 8,374  

                 預り金 409  

固定資産 121,231  固定負債 44,324  

  有形固定資産 120,171    長期借入金 3,564  

   建物 19,410    退職給付引当金 39,620  

   機械装置 65    資産除去債務 1,005  

   車両・運搬具 2,389    長期繰延税金負債 134  

   工具・器具・備品 2,700     

   土地 95,454     

   リース資産 151     

      

  無形固定資産 425  純資産の部 40,889  

   ソフトウェア 425  株主資本 40,889  

     資本金 10,000  

  投資その他の資産 635     

   出資金 289     

   その他投資等 345    利益剰余金 30,889  

      利益準備金 2,030  

      その他利益剰余金 28,859  

       繰越利益剰余金 28,859  

 繰延資産      

      

資 産 合 計 143,453  負債・純資産合計 143,453  

 

 

 

 

 



個別注記表 

１． 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１） 有価証券の評価基準および評価方法 

時価のないもの 

 移動平均法による原価法 

出資金 

 移動平均法による原価法 

（２） 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産 

 定率法を採用しております。ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物につい 

 ては定額法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであります。 

  建物        19～38年 

  機械装置         8年 

  車両及び運搬具    3～ 4年 

  工具器具備品     3～ 5年 

無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

（３） 引当金の計上基準 

貸倒引当金 

 売上債権及び貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、 

 貸倒れ実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性 

 を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額 

 を計上しております。 

退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に 

 基づき計上しております。 

役員退職慰労引当金 

 役員の退職慰労金に備えるため、当事業年度末における退職慰労金債務の見込額 

 に基づき計上しております。 

（４） リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

（５） 消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。 

２． 貸借対照表等に関する注記 

（１） 記載金額は千円未満を切り捨て表示しております。 

（２） 有形固定資産の減価償却累計額       139,099千円 

（３） 関係会社に対する債権債務 

掲記されたものは、次のとおりです。 

 短期金銭債務               10,000千円 

 

（４） 担保資産及び担保付債務 

現在担保に供している資産及び担保付債務はございません。 

 

 

 

 


